

















例祭J(こ寄稿された論穏である (AlbrechtCordes， Kupfer aus Schweden: Ha食ungfur 
Gesellschaftsschulden im 15. Jahrhundert. in: 1.Jlirch Falk et al. Chrsg.)， File aus der 





















Geselschrポsh日lIdelim Hn lIsem 111 ， 1998、Koln，Weimar， Wien)として公刊された。その
他の氏の学向上の業績については， アノレブ。レヒト・コノレデス(間口正樹言R)rリュー
ベツクにおける普通法 理論的犯絶と災践的絞受 J (r北大法学論集 60巻 3号)
2i-28交の f訳者後記J(こ述べられているc 司法修潔el::として東京のドイツ務工会
議所で研修工1"だった氏と知り合って以米，訳者とはイタワアやドイツに勿互いを訪









いただければ幸いである c 学生諸君には， ド、イツj去の Gesellschaft概念について，
右近建男編:注釈ドイツ契約法.J(三労さま)r第 14節組合J[了邸主J(上谷均)5ii-



























































































































































































論，抗弁がなされた後 (naclage， antworde， 1己deunde wedderrede， insage)，さらに











この判決には， グィノレへ/レム・エー ベノレ (WilhelmEbe])によって f完全組合

































































































































す。それが先に紹介したテクストですc まずは 9月 13日におそらく別の文書で，




















































の組合員が弁済する義務を負うからである。……J13) (Wollen etliche mit einander 
eine gemeine Gesellschafft aler Guter anrichten die mogen wol Zllsehen mit weme sie 












































































































































































ゾンパノレト (WernerSombart)， ヴオノレアプfング・フォン・シュトローマー (¥Volfgang
von Stromer))20)つしかしこれに対する反論も以前からよく知られていますなけとド
イツの尚人は個々の取引を?行い，南ドイツの潟人は組織としての硲応を有してい






















す。 Cordes(浅 11)265賞の銭ij主16(参照]， ここでは第 8節でヴイノレへ/レム・エー ベノレの
ハンザ会社・級合類型についての観念lこ関して批判的{こ論じてもいます。また第2節では
レーブイン・ゴーノレドシュミット (Levil1Goldschmidt)，後の弟子マックス・グェーパ-









見7こリューベック薦人法 (LubischesKaufmannsrecht vornehmlich nach Lubecker Rats-
urteilen des 15.116. lahrhunderts (0. J.[1951]))を1瀦矢としましたc リューベックm参事
会判決の基準となる絞は，エーベノレ緩?リューベック参楽会判決j会 4巻 (Vv'ilhelmEbel 
(Hrsg.)， Lubecker Ratsurteile， 4 B詰nde，1955-196ïl であ与，後はその評悩を~ rリュー
ベック?去り (LubischesRecht， l)(この第 1巻のみです)および「リューベック法J ド
イツ法制史辞典3第 3巻 (HRGI!， Lubisches Recht) Sp. i7-84で行っていますc 同様{こ
後の功畿としなければならないのは，リューベック法文獣医録 ワューベツク法学 CBi-
bliographie des 1以前chenRechts: lurisprudentia Lubecenis， 1982)ですc
ハンザの一後5とについて推奨したいのは，フィリップ・ドーリンガ-rハンザ CPhilip-
pe Dollinger， Die Hanze， 4.Autl， 1989)，短い叙述ですがよりアクチュア/レなロノレブ・ハン















3) Cordes， ZRG G八 118(2001)， S. 168-184，そしてまずは Foster，forum historiae 
iuris 2005， http://丸山市.forhistiur.de/zitat/0503foster.htm[2007年4月7日J.
4) 議)!Iの研究，とりわけ五mmermannの古典的作品“TheLaw of Obligations. Cha-
racter and Influence of the Civilian Tration"， 1992は， このテーゼをと，法秩序のいく
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つかの部分とりわけ債務法について揺さぶったということは機外で述べるにとどめ






り， その都市法を主義子宮法によって侵慈してはならないからである c ラテン誌の法な
ど我々の都市制度には不姿でさをく不適切であるのだから (wentenemat mot der 
5tande Rechte krenken mit kaiserlichen Rechte， dat sulvest na des Kaisers worde 
小、igstede und vast bliven schal， wen de Latinsche 1ミechtsunsers 5tades ¥Vesen un-
nutte und gantz unteemlick sin) [訳者はしがきで言及したコ/レデス氏の講演 (f北






6) まず{ま例えliReynolds， l.aw and HistorγRevicw 21， Bd.2， 2003， (http://www.his-
lorycooperative.org/journals/lhr/21.2/1()rum_rcynolds.html)およびこれに対する Rad-
dingの批判， ebenda， http://www.hislorycoopel白li代刈rgljournals/1 hr 121.2/ c0111ment_ 
l乱dding.html[2006 i千二 12 月7 日]).
i) 以'eber，Wirtsch呂仕 undGescllschaft， 1922 (Nachdruck 20(6)， 5.742-761 
8) Isenmann， Funktionen und l.eistungen gelehrler Jurislcn fur deutsche 5tadte im 
5p立tmittelalter，in: Pratiques sociales et politiques judiciaires dans les villes de 
l'Occident主lafin du l¥loyen Age， 2007， 5.12; ders.， ZHF 28 (2001)， 5.254. 
















時{こ計算単位でした。 1マlレク(ま 16シリングにあたり， 1シリングは 12ペニッヒで
した [l7Jレクは l幻ペニッヒ) (もう一つ別の苦手及していた還資単位であるポンド











終の líì~石が 1507 Jレクの溺ぷ1m綴として申告されていますc これらの報告は，ハン
ザ都市リューベック文香館ロ/レア・ハンメ/レヱキーソウ(及。lfHammel-Kiesow)博士
およびデニス・ホルムート (DennisHormuth) f也綴 H485年から 86年までのハン
ブルク・リューベック・ボンド貨幣目録jHamburgisch-Lubi5chen Pfundgeldlisten 
¥'on 1485-1486 (2006) 一一これはハンブルク州文~p，:JI告のサイト (http://hupぷIb.
uni-h‘1mburg，de [2006今'.12f.I 6 日])でも~られます に負っていますc 従って
この訴訟の訴額{立高額で{まあるものの英大というわけではありませんG
11) Cordes， Spatmittelalterlicher Gεsellschaftsh乱ndelim Hanseraum， 1守98，S. i6 







5ammlu11g111、rerkldrwL uebeck -Stat 1 i98.xml? docname-dnvLuebeckStatl i98&pageid 










14) Cordes 0主11)，S.315-326 
15) Ebel， jurisprudencia Lubecensis. Bibliographie des lubischen Rechts， 1980. 
16) 彼については，悩績の高い新たな論集Sammelbandjorn， Da¥'id i¥le¥'ius (1609-1670). 
Leben und Werk eines prommerschen juristen von europaischen Rang， 2007.を参
W~C 
17) Oestmann， Rechtsvielfalt ¥'or Gericht. Rechtsanwendung und Partilularrecht im 
八ltenReich， 2002 
18) North， Structure and Change in Econol11ic Histoη， 1981 (dt.: Theorie des institu 
tionellen vVandels. Eine neue Sicht der Wirtschaftsgeschichte， 1988). 
19) jenks， Transaktionskostentheorie und di己mittelalterlicheHanse，日立nseatische
Geschichtsblatter 123 (2005)， S.31-43;悶じく Selzer1 Ewert， Die Neue Institutionen-
。konomikals Herausforderung an die Hanseforschung，同議 S.7-31参照。
20) Sombart， Der moderne Kapitalisl1us， 2.Aufl.， 1916/27; Stromer， FS Helbig (65)， 
1976、S.204-217
21) Stieder， Zur Genesis des modernen Kapitalisl11us， 2.八utl.， 1935. 
22) リューベック法の極めて注目に依するものの米だほとんど研究されていないこの
主主本についての簡潔な所見が Cordes(注 11)，S.ヲ4f.にありますご
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